
まちづくりの会の活動として、今年度は、地区全体

の防災まちづくりの話と、旧荒川図書館跡地の公園

計画づくりのワークショップ（２回）を行いました。 
 

＜2018年度の活動報告＞ 

日付 回 議題 具体内容 

７／３ 

（火） 
第１回協議会 

1.ブロック塀について（説明） 

2.今年度協議会予定について（説明） 

3.糸魚川市駅北大火の復興まちづくりの現場から（講演） 

まちづくりニュー

ス第31号でご

紹介しました。 

10／23 

（火） 
第２回協議会 

1.防災まちづくりと公園（説明） 

2.公園計画ワークショップ（第１回） 

～公園のイメージについて意見交換～ 
次頁でご紹介

します。 

 

 
12／17 

（月） 
第３回協議会 

1.防災まちづくりの進捗状況（報告） 

2.公園の事例紹介と計画のヒント（講演） 

3.公園計画ワークショップ（第２回） 

～公園づくり基本方針の検討～ 

＜2019年度の活動予定＞ 

2019年度の活動は、公園計画案をまとめることを

目指し、公園計画ワークショップを３回実施する予定

です。また、公園計画以外に防災まちづくりの内容も

扱う予定です。  

                                     

荒川二・四・七防災まちづくりの会は、防災まちづくりと 

旧荒川図書館跡地の公園計画に取り組んでいます。 

      
地震などの災害に強いまちを目指して 
荒川二・四・七 まちづくりニュース 

第３２号 

平成３１年２月編集発行 
荒川二・四・七防災まちづくりの会 

【荒川二・四・七丁目地区に関するお問い合わせ先】 

荒川区 防災都市づくり部 防災街づくり推進課 防災街づくり係 杉山・太田 

 電話：(03)3802-3111 (内線 2834) /FAX：(03)3802-410４  公園計画ワークショップは 

どなたでも参加できます。 

次回の日程が決まり次第 

ご案内しますので、 

 ぜひご参加ください。 

第３回協議会 グループ毎の発表の様子 

2018年度２回目の 

公園計画ワークショップは、 

「子どもや孫の世代に『私たち

が皆でつくったんだよ』と誇れ

るような公園づくりをしよう」 

という意気込みを共有して 

締めくくられました。 

相談は予約制となります。事前に下記お問合せ先までご予約ください。
※当日空きがある場合にはご案内できます。 

不燃化特区 
不燃化セミナー 
定  員： 先着６０名 予約不要・参加無料 

講  師： 加藤孝明 氏《東京大学生産技術研究所 准教授 博士（工学）》 

 

 

時  間： 午後１時３０分～午後３時まで 
（※受付 午後１時より） 

会  場： ムーブ町屋 ４階 会議室Ａ 

個別相談 
時  間： 
第１部 午前９時３０分～正午まで 

第２部 午後２時１５分 

～午後４時３０分まで  
※受付 午前９時１５分から午後３時３０分まで 

 
会  場： ムーブ町屋 ４階  

会議室Ｂ 
（荒川七丁目５０番９号）※上記地図をご参考ください。 

みんなで取り組む防災”も”まちづくり 
～木造住宅密集地域におけるこれからの取組みのポイント～ 

近年の東日本大震災などの災害経験を経て、様々な気づきや感じたこと

をもとに防災意識改革が進められています。今あらためて、今後の密集

市街地における防災まちづくりのあり方について考えます。 

○建替えを考えているのだけど、どのような助成制度があるの？ 
○建替えたいけれど、相続問題が解決していません。どうすればいいの？ 

などのお悩みはありませんか？ 
平成３１年３月１０日（日） 開催日 

荒川区 東京都 

 会場案内図 

【住まいの相談会に関するお問い合わせ先】   



 

 

 

 

2.旧荒川図書館跡 

公園ワークショップ（第１回） 

2班に分かれて、「公園の写真や模型を見

て気づいたこと」「公園のイメージ」「公園のキ

ャッチフレーズ」の３点について、自由に意見

交換をしました。 

公園の写真・模型を見て気づいたこと 
●通り抜け化が必要 

・行き止まり路が多いので、公園の敷地を使って通り抜け可能に 

・緊急自動車の進入 

●公園周辺の道路を拡げたい ⇔ 拡げすぎると車が多くなる 

●災害時役立つ公園にしたい 

●防犯上安全な公園にしたい 

・警察に巡回して欲しい。  ・夜間は鍵を閉めず、明るくする。 

・塀の形状は工夫が必要（低くするか、高くするか） 

●管理、安全安心を！ 

・常にきれいにしてもらいたい。 

・外国の方にも注意事項を伝える工夫が必要 

公園のイメージ、使い方 
●お年寄りが憩える公園 

●子どもが遊べる公園 

●体を動かせる公園 

●町会イベントができる公園（防災訓練・子どもまつり） 

●特徴のある公園、その他 

・プラネタリウムがあった歴史を形として残したい 

・地元で公園の世話や管理ができないか 

・公園の名称、愛称があると良い 

年齢を問わず遊べる遊具が
あり、安全にも配慮されてい
るパリの公園事例  → 

←様々な遊具がある世田谷
区二子玉川の公園事例 

↑講演の様子 

      

  
  

 

 第 2回協議会 

1.防災まちづくりと公園（説明）  荒川区から、荒川二・四・七丁目地区の

災害時の避難に関する基本的な考え方につ

いて説明がありました。 

また、近隣の公園の使われ方に関し、事例

も交えた具体的な説明がありました。  第３回協議会
1.防災まちづくりの進捗状況（報告）  事務局から、荒川二・四・七丁目地区の防災まちづ

くりの進捗状況について説明がありました。 

2.公園の事例紹介と計画のヒント（講演） 

中野竜氏（株式会社コトブキ）から、最近の公園

づくりの潮流、旧荒川図書館跡地の公園計画の参考

となる事例の紹介や、専門家としての公園づくりのヒント

についてお話がありました。   3. 旧荒川図書館跡 

公園ワークショップ（第 2回）  3 班に分かれて、「公園の基本コンセプト」や「ゾーン分け」

を行い、それぞれのゾーンについて意見を出し合いました。 

第１回公園ワークショップで出された主な意見 

Ａ班まとめ 

基本コンセプト「昔ながらの公園」「はらっぱ公園」 

Ｂ班まとめ 

基本コンセプト「(仮)世代を超えて使う、安全な公園」 

Ｃ班まとめ 

基本コンセプト「陽だまり公園」 

・人が集まれる 

・落ち着いた花壇 

・隣の方へ配慮 

・芝生の可能性を

追求 
・凧あげ、虫取り、鬼ご

っこなど昔の遊び 

・ラジオ体操 

・星を見る 

・見通し良くするために

空地を広く 

・遊具は置かない 

【全体的に】 

・災害時に役立つよう、

防災設備を配置 

・常設のトイレ 

・花壇より畑があると良い 
拡張の可能性も考え、 

何も置かずに空けておく 

・楽しい語らいの場 

・夏は日陰、冬はひ

なたぼっこのベンチ  
※陽当たりに関わらない

何かができるとよい 

・消火栓、・防火水槽 

・芝生は育たないのでは 

【全体的に】 

●敷地を拡張できないか 

●利用者：多世代 

●機能など 

・休める ・体力をつける 

・元気に遊べる ・様々な遊具 

・気軽に使える ・活気がある 

・人の目が届く ・防犯カメラ 

・シンボルツリー  

●管理：区任せではなく、地域の

人が参加、近隣の方々の協力 

・幼児向け砂場、子ども

向け遊具、見守り大人

のベンチ・高齢者が触

れ合える演出 

・ふれあい館屋外版 

・遊具は集約的に配置 

・夏の木陰も大切。パー

ゴラ下のベンチで集う 

・あまりモノを設置しない 

・防犯のため見通しを良く 

・芝生で子どもたちが駆け回れる 

・一時避難場所としての役割 

・場所があれば築山も検討 

【全体的に】 

・公園内で自転車が横行しないよう、

入口付近に駐輪場を設置 

・犬の散歩・タバコは禁止したい 

・花壇や水飲み場を配置 

・地元協力で四季折々の花 

・昔を思い出させる木があっても良い 

・フェンスを設置した方が良い 

・管理上の連絡先表示が欲しい 

キャッチフレーズ ●開放的・オープンな公園 
●子どもも年配の方も使える公園 
●使い倒せる公園  
散
歩
道

見
通
し
の
確
保
が
重
要

第２回公園ワークショップの各班の成果のあらまし 

凡例：      歩行者動線（園路等） 


